












































































































































鉄道であった。cf. C. J. Schmitz, The Growth of Big Business in the United
States and Western Europe, 1850-1939. Studies in Economic and Social His-






主義 (high capitalism) 時代になってからである。初期の個人資本とか特別
資本と呼ばれるような資本から徐々に変換したものであり，工業や公益事
業の固定資本を含むようになったのはかなり後のことである。シドニー・





てコントロールされる利潤目的の富 wealth-for-profit」 (ibid., p. 120) だと
もいえる。
ゾンバルトと同様に，簿記の役割を強調した学者のとしてはマックス・
ウエーバー (Max Weber, 1927, Eng. ed. 6th printing, 1995) を挙げることがで
きる。マックス・ウエーバーはビジネスの「合理性」を判定する上で欠く
ことのできないものが会計計算であることを強調して，「合理的資本主義
企業は資本計算をもった企業である」(ibid. pp. 275-276) という４）。
この二人の資本認識，すなわち資本主義経済の発展の中での資本概念の
認識を複式簿記の中に求めたことは，ポラードによって「ゾンバルト・ウ


































































張したいのである」（J. R. Hicks，邦訳，p. 213）
６） accountansy は「取引や事業を日時，数量，金額に応じて分析し，分類し，
記録するプロセス」と定義されている (E. E. Perry, ed., Business Terms,















駆的国有化が「ロンドン旅客運輸法」(London Passenger Transport Act, 1933)
の成立でわり，その結果成立したのが「ロンドン旅客運輸公社」である。
この「公共企業体」(Public Corporation) という初めて登場した企業形態は
ロブソン (W. A. Robson, 1960, p. 28) によれば，「公企業の一器官」(an organ































サービス動機に置き換えるものであると評価する (ibid., pp. 64-68)。これは
１８３３年にハーバート・モリソンが述べた「公的所有，パブリック・アカ
ウンタビリティー，公共目的のための事業経営の結合」を実現する具体的



















































































そこから次に問題となるのは能率監査 (efficiency audit) とは何かという
ことである。そしてそれをどうして実施するかである。労働党の上院会長
ハーバート・モリソンからは自前の共通能率単位 (common efficiency unit


















































































イギリスでは，１９６１年に事情が変わったとされている (Ivy Papps (1975),
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